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市
内
で
１
１
５
5
人
が
成
人

安
曇
野
市
成
人
式
が
１
月
11
日
、

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊

科
南
穂
高
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本

年
度
、
市
内
で
は
１
１
５
５
人
（
男

性
５
６
３
人
、
女
性
５
９
２
人
）
が

新
成
人
と
な
り
、
式
典
に
は
８
４
３

人
が
出
席
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、晴

れ
着
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り
、
友
人

や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
記

念
撮
影
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
宮
澤
市
長
が
「
世
界

で
活
躍
し
、
ま
た
、
地
域
で
は
仲
間

と
の
絆
を
大
切
に
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
穂
高
西
中
出
身
の
笠
井
花
さ
ん

（
大
阪
府
）
が
「
進
学
で
安
曇
野
を

離
れ
、
よ
り
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
成
人
の
日

を
迎
え
た
喜
び
と
共
に
責
任
と
自
覚

を
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
新
成
人
に
は

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学

時
代
の
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
の

ほ
か
、
円
揚
げ
や
揚
げ
パ
ン
な
ど
中

学
時
代
の
「
給
食
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を

再
現
し
た
料
理
が
出
さ
れ
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
は
、
懐
か
し
い
味
を
味
わ

い
な
が
ら
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
を
自
ら
企
画
・
運
営

新
成
人
と
し
て
誓
い
を
新
た
に

成
人
式
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員

会
を
設
け
、新
成
人
自
ら
が
企
画
・
運

営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
16
人
の
委
員

が
8
月
か
ら
4
回
に
わ
た
っ
て
会
議

を
開
き
、準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
輝
か
が
や
き」。
安

曇
野
の
夜
空
に
輝
く
無
数
の
星
の
よ

う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
生
き
生
き
と
輝
く
こ
と
で
、
新

成
人
と
し
て
社
会
を
照
ら
す
希
望
の

光
に
な
ろ
う
と
い
う
決
意
を
表
し
て

い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
思
い
を
一

文
字
に
込
め
た
」
と
副
実
行
委
員
長

で
提
案
者
の
赤
羽
夏
美
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
企
画
の
一
つ
と
し
て

星
型
の
付
せ
ん
に
新
成
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
抱
負
を
書
い
て
パ
ネ
ル
に
貼
り

付
け
、
星
々
が
輝
く
夜
空
を
製
作
。

人
生
の
大
き
な
節
目
に
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
安
曇
野
市
成
人
式　
　

大
人
へ
の
門
出

１あいさつをする宮澤市長　２厳粛な雰囲気の
中、式典が行われた　３新成人代表・笠井さん
のあいさつ　４真剣なまなざしで話を聞く新成
人の皆さん　５クラスごとに恩師との記念撮影
６旧友との再会を喜ぶ　７交流会で当時の給食
メニューを味わう　８卒業アルバムを使ったフ
ォトムービー　９会場前で歓談する皆さん
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抱負を記した付せん

鳥
と ば

羽　元
はじめ

さん
（副実行委員長・穂高西中卒）

小
こばやし

林　健
け ん た ろ う

太郎さん
（豊科北中卒）

臼
う す い

井　拓
た く や

哉さん
（堀金中卒）

笠
か さ い

井　花
はな

さん
（実行委員長・穂高西中卒）

赤
あかはね

羽　夏
な つ み

美さん
（副実行委員長・明科中卒）

赤
あかはね

羽　由
ゆ き こ

紀子さん
（三郷中卒）

①社会人として自覚を持ち、
社会に貢献する人間になり
たい。②いろいろ迷惑もか
けたけど、ここまで育てて
くれてありがとう！③雄大
な自然と、澄んだ空気の美
しいまち④訪れた人が「ま
た来たい」と思えるような
美しいまちになってほしい。

①自分を高める努力を怠ら
ないようにしたい。②感謝
は尽きません。今後は、親
を支えるよう努力したい。
③自然を残しつつ、住みや
すい風土。④自然と街並み
を保ち、何度も訪れたくな
るまちになってほしい。

①自分の夢を実現する強い
意志を持ち歩みたい。②苦
労や心配をかけ、感謝の気
持ちでいっぱいです。期待
に応えたい。③田舎ならで
はの良さと、四季を楽しめ、
みんなが健康であること。
④帰った時にホッとできる
まちであってほしい。

①社会の一員として常に向
上心を持ち続けたい。② 親
元を離れて２年、親のあり
がた味を感じています。③
自然豊かで、暮らしやすい、
温かいまち。④自然豊かで、
活力あふれるまちになって
ほしいです。

①社会の一員として人の役
に立ちたい。②今まで温か
く見守り育ててくれてあり
がとう。③自然が豊かで水
がきれいなところ。④市民
みんなに優しいまちになっ
てほしい。

①将来は安曇野に戻り地域
の人の役に立ちたい。②素
直にありがとう。③豊かな
自然や山の景色、農産物。
④人と人とが助け合えるま
ちになってほしい。

新
成
人
に
聞
く
！

式
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
実
行
委
員
会
（
16
人
）
の

代
表
者
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

（
質
問
項
目
）

①
新
成
人
と
な
っ
て
の
決
意

②
親
へ
の
感
謝
の
言
葉

③
安
曇
野
ら
し
さ
と
は

④
安
曇
野
市
は
今
後
、
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
か


